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概  要 
高い生理活性をもつ硫酸化糖鎖であるグリコサミノグリカン（GAG）の構造、機能、生合成に関す

る研究を行っています。 

従来技術・ 
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GAG は動物細胞の細胞表面や細胞外マトリックスに普遍的に存在する多糖で、その構成糖の種類

や結合様式の違い、硫酸化の程度の違いによって、コンドロイチン硫酸、デルマタン硫酸、ヘパラン硫

酸、ヘパリン、ケラタン硫酸、ヒアルロン酸に分類されています。ヒアルロン酸以外は、生体内ではコア

タンパク質と呼ばれるタンパク質に共有結合したプロテオグリカン（PG）の状態で存在しています。

PG/GAG は、生体内において、細胞増殖、分化、細胞間接着、血液凝固阻害など、多様で重要な

機能をもっています。このような硫酸化糖鎖の生体における役割を解明するとともに、硫酸化糖鎖が

様々な疾病とどのような関わりをもっているかを研究しています。また、GAG の生体内での生合成機

構、代謝機構の詳細についても実験を行っています。さらに、これらの生合成・分解酵素の先天的な

欠損によって生じる遺伝病の原因解明など、臨床に関わる研究も行っています。 

 私たちが３０年近く行ってきた GAG/PG の研究のノウハウを応用することにより、これまでに知られて

いなかった新しい GAG/PG の機能、新しい素材としての利用が期待されます。特に新しいソース（産

業廃棄物）等からの GAG の単離とその構造解析、GAG を利用した新たな医療応用や工業応用、こ

れまでに注目されていなかった。 

GAG の新規機能の解明などを行う上で、私たちは GAG/PG の構造解析や生理活性の測定を行うこ

とができます。構造解析としては、二糖組成、分子量測定、定量などを HPLC、質量分析器、NMRな

どを利用して行えます。また、生理活性としては、様々なタンパク質との相互作用解析、細胞増殖活

性、細胞の移動能•浸潤能の測定、生合成•分解酵素の酵素活性測定などが行えます 
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